水産普及だより　　第 ２３－５ 号　　２０１１．１２．６
　～水産業普及指導員集団研修会～
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１１月７日（月）午後～８日（火）午前、関東・東海ブロック水産業普及指導員集団研修会が桑名市赤須賀はまぐりプラザで開催されました。
研修会は、茨城県から滋賀県までの水産業普及指導員が一同に集い、各自資質の向上を図るとともにそれぞれの地域において一層の指導的役割を担い、水産業の振興、発展に寄与するために新しい漁業技術等に関する研修や相互の情報・意見交換を行うものとして、毎年各県持ち回りで開催されています。
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今回の研修会では「売れる漁業の実現と普及指導員の役割」を議題とする各県発表、「資源管理と普及活動のあり方について」と題した赤須賀漁協秋田組合長の講演のほか、「シジミ漁見学と人工干潟視察」の現地視察、研究会による「シジミ味噌煮込みうどん」の試食が行われました。

桑名のハマグリは昭和４６年の約３０００トンの漁獲ピーク以降、沿海部の開発等の影響で平成７年には１トン未満に激減しました。このため、昭和５３に漁協青壮年部研究会を発足させ、人工種苗生産及び放流に取り組み、操業自主規制なども行い、近年１００トン台の漁獲に回復してきました。
しかし、大事に育てたハマグリ資源の増大とともに、地元漁業者を悩ませているのが、密漁者の増加です。また、地先を良く知らない密漁者が海底に足を取られ死亡するケースも多く、関係者による大規模な捜索が行われるなど、漁業関係者は困惑しています。
このため、漁協では海上保安部等の関係取締機関と連携し、密漁防止を訴えています。

皆さんにおいしいハマグリを届けるためにも密漁はしないでください。
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なお、関係漁業者以外の者による共同漁業権内での貝類（ハマグリやアサリなど）の採捕やジョレンによる貝類の採捕は、漁業法並び三重県漁業調整規則により処罰される対象となります。









































































